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①  燃料タンクのポンプモーター配線端子において、当該端子接続部が電気発熱と冷却の繰り返しによ

り緩み、接触不良となって発熱と放電が発生する。このため、端子接続部が熱で溶けて断線するこ

とで燃料供給が止まりエンジンが停止したり、端子接続部の周囲が熔損することにより穴が開き、

そこから燃料が漏れるほか、最悪の場合、漏れた燃料が火花により着火し火災に至るおそれがある。

②  燃料タンクと燃料フィラーパイプを接続する燃料フィラーホースの材質が不適切なため、燃料によ

って腐食して亀裂が発生し燃料が漏れるおそれがある。

基準不適合発生箇所  

 改善の内容 
① 全車両、当該燃料ポンプをポンプモーター配線端子にはんだを追加した対策品と交換する。 
② 全車両、当該燃料フィラーホースの材質を変更し、耐腐食性を向上した対策品と交換する。 
 

 識別：燃料給油口フラップのヒンジに白ペイントを塗布する。 
   注： は交換部品を示す。 
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